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１番 大山幸真です。通告に基づきまして、一般質問を行

います。 

今回は大綱 1点、「町内経済の循環と商工関係事業者への

支援策」について伺います。 

 

地元の商工関係事業者におかれましては、長引く物価高

騰、急激な為替の乱高下、さらには先行きが見通せない世界

情勢の煽りを直接的に受けており、利益の圧迫や資金繰り

の悪化など、経営基盤を揺るがしかねない極めて困難な状

況に陥っております。 

 

本来であれば、町内で経済が循環し、地元事業者の経営が

潤うことが、雇用や町民の生活を守るエコシステムとなる

はずです。しかし現状は、外部環境の逆風に加え、エネルギ

ー代などをはじめとする資金が町外へ流出し、循環そのも

のが滞ってしまっているのが実態ではないでしょうか。 

 

多くの町民や地元事業者は、佐々木町長の新たなビジョ

ンに大きな期待を寄せております。この極めて厳しい状況

を打破し、岩泉町を持続可能な町へと成長させるための具
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体的な施策について、町長に以下の 3点を伺います。 

 

第一に、「町内経済の循環」の現状に対する町長の自己評

価について伺います。 

就任から半年が経過し、現在の商工関係者の厳しい経営

状況を目の当たりにする中で、所信表明で掲げられた「雇用

機会の拡大と町内経済の循環を高め、持続可能な地域の発

展につなげてまいります」という方針について、その進捗や

達成度合いをどう評価されているでしょうか。また、現在ど

のような要因が循環を阻害する課題となっていると認識さ

れているか伺います。 

 

第二に、危機的状況にある商工関係事業者への緊急的な

支援策について伺います。 

物価高や為替変動の影響により苦境に立つ地元事業者に

対して、町内経済の根幹を支えるプレイヤーを守るため、町

として現在どのような支援策を講じるお考えでしょうか。

既存の枠組みにとらわれない、スピード感のある対応が必

要と考えますが、見解を伺います。 
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第三に、「町内経済の循環」を具現化するための今後の施

策について伺います。 

例えば、町の発注事業における地元優先の徹底のほか、町

外へ流出している資金を食い止めるための「域内エネルギ

ーを活用したコスト削減や新電力の仕組みづくり」、地元産

品の付加価値向上など、具体的にどのような町内施策を展

開し、実効性のある循環を構築していく決意であるか、町長

の明確なビジョンをお示しください。 

 

以上で本席からの質問を終わります。 



 

 

１番 大山 幸真 議員の御質問にお答えします。 

 

１点目の「町内経済の循環」の現状に対する自己評価に

ついてでありますが、所信表明においても「雇用機会の拡

大と町内経済の循環を高め、持続可能な地域の発展を目

指す」と掲げており、地域経済の活性化は本町の最重要施

策であると認識しております。 

現状の認識といたしましては、物価高騰、為替変動、エ

ネルギー価格の上昇など、外部の経済環境が町内の商工

関係事業者の経営を直接的に圧迫している現状を深刻に

受け止めております。 

特に、地域内で生み出される付加価値や利益が町外へ

流出する「経済循環の断絶」が、結果として町全体の活力

を低下させる要因となっていると理解しております。 

このことからも、町内経済の循環を高めていくため、現

在の仕事づくりの政策を進めているところでございます。 

 

２点目の危機的状況にある商工関係事業者への緊急的

な支援策についてでありますが、町ではこれまでプレミ

アム商品券の発行や、町内事業者からの調達を条件とし

た補助事業などにより、地域内消費の維持・促進を図って

まいりました。 

さらには、商工会と連携し、中小企業・事業者向けの経

営支援・資金調達支援として、各種利子補給補助事業によ



 

 

る経営改善や施設投資への支援を行ってまいりました。 

これらの緊急的な施策は、厳しい状況を乗り切るため

の一助になったものと理解しております。 

 

３点目の「町内経済の循環」を具現化するための今後の

施策についてであります。 

町の発注事業におきましては、建設工事のみならず、消

耗品や備品購入などについても、地域の経済や雇用の堅

持の観点から、これまでも、そしてこれからも町内事業者

を第一に考え、受注機会の創出に努めてまいります。 

また、現在設立準備を進めている地域新電力会社につ

きましては、町内事業者への出資説明を終え、事業化に向

けた具体的な段階に移行しつつあります。この事業で得

られる利益を町の様々な施策に還元し、地域経済の活性

化につなげてまいります。 

地場産品の付加価値の向上に向けては、豊かな資源の

ブランド化を図り、販路拡大を効果的に進めるための「ま

ちづくり商社」の設立を検討しております。この会社が中

心となり、町内事業者と連携しながら国内外への販路を

広げ、地域産業の収益性を高める仕組みづくりを研究し、

取り組んでまいります。 

いずれにいたしましても、町内経済の好循環を最重要

課題と捉え、地域が抱える構造的課題の解決と経済の活

性化に全力で取り組んでまいります。町内事業者や町民



 

 

の皆様と持続可能な未来を描きつつ、商工関係事業者の

皆様とも緊密に連携しながら、町一丸となって施策を推

進してまいりますので、ご理解とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

以上で答弁を終わります。 

 

 

 

 

 


